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   本稿は、太政官正院歴史課に集積された諸武家華族の
「家記」と、他の幾つかの未刊・既刊史料の内から、













































































ていた。その書翰は、 「当今の京都情勢は実に容易ならざる次第 甚だ切迫し おり、闕下〔天皇目前での〕暴動の兆 さえ有り 一同心配














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  もちろん、 こうした動向は 『復古記』には採録されていない。 『復古記』
から窺える府内警衛の動向 、十一月三日と五日の 城諸門内外の





























































































































































































































































































































































































ることはできない。 正院歴史課が蒐集した 「家記」 などの諸記録原写本から
 
『復古記』が編纂されていく過程で 「復古記原史料 とされる史料群が蓄積













































































13） 『復古記』第一冊、一二三～四 一二七～三〇、一三五～六頁。 だし、十六日の帝鑑之間歎願記事の綱文に列挙されてい 官位名に誤記が一つある。松平忠恕の官位が「大蔵少輔」と記さ て る
( 一二七頁
) 。当時の










15）十三日に在京諸藩家臣を集めた際に伝えられた慶喜の上京命令の意図と、大政奉還を受けて十五日に御 が下した上京命令の意図とは、本来異なるはずである。この意図の差異は、例えば公議政体論を巡る政治史上の問題として論議を呼ぶ性格 ものと思われるが、その 論は殆どんされていない。政治史研究者 はない筆者には、これについて敢えて つの見解を提起する用意は無い。ただ、十五日に下された御所 よる上京命令が十 日の命に覆被さったため、多くの大名にとって、事
実上、上京命令は御所によるものと












18） 「酒井忠宝家記」の他、既刊史料としては『藤岡屋日記』第十五巻二九一～三頁に、二日持ち帰り分と三日持ち帰 分 分けて記載が り、 『復古記』第一冊九二～四頁には「晩翠楼叢書」を典拠史料として十一月三日に記載が
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30）この密告は、 『維新史料綱要』 七の同日条にあるものであるが、典拠史料に挙げられている史料の内、小寺玉晁の『丁卯雑記』には見られず、他の典拠史料について、筆者が現在まで『 日本維新史料稿本 採録さ た史料の原写本を調査し得た限りでは、 だ確認ができていない
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